
内閣府男女共同参画連携推進会議（令和2年度）
経済チーム

活動報告

１．2020年9月18日連携会議経済チーム全体会

２．団体ヒアリング

３．2020年12月4日経済チーム有識者会議（業界団体アンケート構築・検討）

４．業界団体アンケートの実施

５．アンケート結果で数値が高い団体ヒアリング

６．2021年3月22日連携会議経済チーム全体会

７．2021年6月18日経済チーム有識者会議（公表レポートの最終検討）

８．2021年6月28日内閣府男女局HPにて業界団体アンケート結果＆チェックリスト公開

＜活動方針＞
「ジェンダーギャップ指数」が世界で121位であった現状を真摯に受け止め、経済分野におけるジェン
ダーギャップを埋めるため、構成団体が持つそれぞれの課題を認識し、共通の課題を持つ団体同士が、そ
れぞれの特徴を活かし、課題の解消に向け、具体的に連携・協議しながら活動することを目的とする。



１．2020年9月18日連携会議経済チーム全体会（グループトーク）
テーマ「アンコンシャス・バイアス」
①アンコンシャスバイアスが出現している場面とその影響
②アンコンシャスバイアスによって生まれる影響に対しての改善アクションの検討

4グループの検討結果



２．団体ヒアリング
2020年11月16日 全国漁協女性部連絡協議会
2020年11月20日 日本建設業連合会
2020年11月30日 アパレルファッション協会

３．2020年12月4日経済チーム有識者会議
業界団体アンケート構築・検討

４．業界団体アンケートの実施 （調査期間 2021年1月6日～2021年1月20日）

 調査対象 男女共同参画推進連携会議に参加する団体 ■ 回収率 84％(43団体／51団体）

 調査目的
男女共同参画推進連携会議に参加する団体が、傘下の企業・組織における男女共同参画の現状をいかに把握しているか、

そして、男女共同参画参画をいかに推進し、成果が出ているのかを可視化する。

参画団体の実態調査が必要では？



設問 ビジネス
メディア・
広告

農業・林
業・漁業

教育・ス
ポーツ

専門サー
ビス

医療・福
祉

平均

（１）企業・団体の代表は男性が担っている 91.7% 100.0% 25.0% 45.5% 75.0% 57.1% 65.7%
（２）意思決定機関（役員会・理事会等）の構成員は男性が担っている 75.0% 100.0% 25.0% 18.2% 50.0% 42.9% 51.8%
（３）営業・外回り・渉外関連部署等は男性が担っている 58.3% 20.0% 25.0% 9.1% 25.0% 28.6% 27.7%
（４）経理・総務・人事など組織内の間接部門は女性が担っている 50.0% 20.0% 25.0% 9.1% 50.0% 28.6% 30.4%
（５）コピー・お茶出しなどの雑務は女性が担っている 58.3% 0.0% 50.0% 9.1% 0.0% 28.6% 24.3%
（６）長時間労働者、夜遅くの対応・業務は男性が担っている 25.0% 20.0% 50.0% 0.0% 0.0% 14.3% 18.2%
（８）正規社員は主に男性、非正規社員は主に女性が担っている 16.7% 0.0% 50.0% 0.0% 25.0% 0.0% 15.3%
（９）力仕事は主に男性が担っている 41.7% 60.0% 25.0% 0.0% 25.0% 0.0% 25.3%
（11）ケア・サポート仕事は主に女性が担っている 16.7% 0.0% 25.0% 9.1% 25.0% 28.6% 17.4%
（10）研修や能力開発の機会は、男性のみに与えられている 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 4.2%
（７）育休など子育て両立制度の活用、子育てに関する配慮を受けているのは女性のみである 41.7% 20.0% 50.0% 0.0% 0.0% 28.6% 23.4%
（14）夜の会合が頻繁にある 25.0% 0.0% 0.0% 18.2% 50.0% 42.9% 22.7%
（15）夜の懇親会が頻繁にある 25.0% 20.0% 0.0% 0.0% 50.0% 14.3% 18.2%
（16）オンライン会議が定着していない 25.0% 0.0% 75.0% 18.2% 50.0% 42.9% 35.2%
（12）当企業・団体には、本体とは別に婦人部・女性部がある 50.0% 0.0% 50.0% 9.1% 25.0% 28.6% 27.1%
（13）婦人部・女性部のメンバーは、役員会・理事会等の意思決定会合に参加している 41.7% 0.0% 50.0% 18.2% 75.0% 57.1% 40.3%
（17）上層部のほうが、男女共同参画意識は低い 25.0% 0.0% 75.0% 0.0% 50.0% 28.6% 29.8%
（18）地方部は、（都心部よりも）男女共同参画意識が低い 25.0% 20.0% 75.0% 0.0% 75.0% 28.6% 37.3%
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①法遵守・施策検討

②啓発の実施

③推進体制

④計画と実行

⑤広域展開・浸透

⑥推進ツール活用

農業・林業・漁業平均 医療・福祉平均 教育・スポーツ平均
専門サービス平均 ビジネス平均 メディア・広告平均

４．業界団体アンケートの実施結果 （調査期間 2021年1月6日〜2021年1月20日）
⑴各業界における男女共同参画の現状認識

⑵各業界における男女共同参画推進の取組状況



５．アンケート結果で数値が高い団体ヒアリング
2021年2月24日 全国農業委員会女性協議会
2021年2月25日 公立短期大学協会
2021年3月4日 日本公認会計士協会

６．2021年3月22日連携会議経済チーム全体会
アンケート結果および好事例紹介＋ディスカッション

◆好事例から得られるヒント/疑問
◆自組織に横展開できそうなこと
◆構成団体と連携して取り組めそうなこと
◆連携会議に期待すること



７．2021年6月18日経済チーム有識者会議（公表レポートの最終検討）

８．2021年6月28日内閣府男女局HPにて業界団体アンケート結果＆チェックリスト公開

＜調査結果＞

＜チェックシート＞




